
ベイズ法によるクマ類の個体数推定の事例 

 

 

１．階層ベイズモデルを用いた兵庫県におけるツキノワグマの個体数推定の例 

 

 出没情報件数、捕獲数、捕殺数、標識放獣数、再捕獲数、ブナ科堅果類の豊凶のデータ

を基に、階層ベイズモデルにより兵庫県がツキノワグマの個体数を推定した（図 1）。 

 

図１ 兵庫県におけるツキノワグマの個体数推定結果（階層ベイズ法により推定） 

 

 

２．ベイズ空間明示型標識再捕獲モデルを用いたツキノワグマの個体数推定の例 

 ヘアトラップ法やカメラトラップ法によって得られたデータから、ベイズ空間明示型標

識再捕獲モデルにより、北上山地に設定したモデル調査地のツキノワグマの個体数を推定

した（図 2）。統計ソフト Rの SPACECAPパッケージを利用することで、インターフェイ

ス上で個体数推定を行うことができる（図 3）。 
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図２ 北上山地モデル調査地のヘアトラップ設置位置 
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図３ SPACECAP のインターフェイス 


